
















　平成 28 年度は、「GC Global Leadership Program in Korea」ということで、平成 28 年 3 月 21 日（火）から








NJC GCD Global Leadership Program













・期間：2 月 6 日（火）、2 月 7 日（水）、2 月 8 日（木）、2 月 9 日（金）
・2 月 6 日（火）9：50 集合　　10：00 授業開始
・教室：　第 3 合同　　・単位：　（選択）2 単位　　・服装：　制服















































































































実施日：2018 年 3 月 12 日（月）～ 3 月 15 日（木） （3 泊 4 日）
参加人数：合計 20 名
長崎短期大学 学生 7 名 教員 2 名 計 9 名；北海道武蔵女子短期大学 学生 10 名 教員 1 名 計 11 名
（日程）
3 月 12 日（月） 
長崎短大の行程 佐世保（9:00）→福岡空港（11:35）→新千歳空港（13:50）→札幌（15:00）→宿泊場所（15:30 ～） 
→武蔵短大の学生さんと交流会（札幌泊）
⑴ 武蔵短大→ 10 時本学に集合、プレゼン準備等（333 教室） 15 時頃本学出発
⑵ 長崎短大・武蔵短大→ 16 時頃から大通駅付近で歓迎セレモニーを開催
3 月 13 日（火）
学術交流会 & 昼食（9:00 ～ 13:00）→ 学生主催の札幌観光案内（13:00 ～ 17:00 頃） 「白い恋火へ」
交流会内容（会場：武蔵短大 333 教室）
⑶ 武蔵短大プレゼン（プレゼン 30 分程度）：武蔵短大の紹介（校舎ツアー含む）、北海道の紹介等
⑷ 長崎短大プレゼン（プレゼン 30 分程度）：長崎短大の紹介、長崎・佐世保の紹介等
⑸ 自分のキャリアプランニング（職、進路）について意見交換：学生同士の交流をメインに







3 月 14 日（水）：スキー体験＆観光地函館を視察
札幌→ オーンズ・スキー場（スキー体験）→ 函館へ （函館泊）















































































　現在、以下の 4 人の学生が休学し、ニュージーランドにて 3 ヶ月の語学学校を終了し、有給でのホテルインター
ンシップに参加している。今回は、インターンシップに興味がある学生を含めた 5 人が、先輩の職場訪問を兼
ねた海外短期研修に参加した。

















【KS － 9/9 出発】
語学学校：2017 年 9 月 11 日～ 12 月 1 日
The Campbell Institute（ウェリントン） インターンシップ：2017 年 12 月 3 日～ 2018 年 6 月 30 日
Grand Millennium Auckland（オークランド）/ 部署：Housekeeping
【YM － 9/2 出発】
語学学校：2017 年 9 月 4 日～ 11 月 24 日
Waikato Institute of Education （ハミルトン） インターンシップ：2017 年 11 月 27 日～ 2018 年 7 月 20 日
Sudima Hotel Lake Rotorua（ロトルア） / 部署：Food & Beverage
【HI － 9/2 出発】
語学学校：2017 年 9 月 4 日～ 11 月 24 日
The Campbell Institute（ウェリントン） インターンシップ：2017 年 11 月 27 日～ 2018 年 5 月 26 日
Heritage Queenstown（クイーンズタウン ） / 部署：Housekeeping
【SO － 9/16 出発】 語学学校：2017 年 9 月 18 日～ 12 月 8 日
The Campbell Institute（ウェリントン） インターンシップ：2017 年 12 月 11 日～ 2018 年 6 月 15
KingsgateTe Anau（テアナウ） / 部署：Housekeeping
平成 29 年度 海外短期研修ツアー
















2 月 27 日（火） 福岡（13：40）→仁川ソウル（17：05）→オークランド（移動日）　＊機内泊 
2 月 28 日（水） オークランド（8：15）　＊市内散策 ＊オークランド泊 
3 月 1 日（木） 「KS 君」（Grand Millennium Auckland）を訪問 　＊オークランド泊
3 月 2 日（金）　＊ロトルア泊
3 月 3 日（土）  「ロトルア」マオリ文化見学ツアー
＊ YM さん（Sudima Hotel Lake Rotorua）を訪問　＊ロトルア泊 
＊ Udima ホテル Harleen Gulati 料飲マネージャーと面談 
3 月 5 日（月） 市内観光　＊オークランド泊 




















・現地の日本語を勉強している学生と交流 ；　海で BBQ やキャンプ；　日本でまだ公開されていない映画
を観て日本と比べる！
国際コミュニケーション学科に於けるグローバルリーダーシッププログラムの開発　～活躍する社会人となるために～
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　Q3 その他、次回に向けての「改善点やその他コメント」があったら書いてください。
・次はスポーツや体を動かす機会を取り入れたら楽しいと思います！；　私もロトルアで乗った luge がす
ごく楽しかったので心に残ってます！；　一瞬子供の心に戻れるのはいい体験でした！
・生活必需品は多めに持っていく（ティッシュやゴミ袋など）；　ぐっすり寝る
・1 週間という時間を無駄にすることなく、たくさんの場所をまわれてすごくいい研修でした
・事前に旅のプランニング（店、レストラン、観光名所、ホテル、空港）を十分にしておいた方がいい。
どのくらい時間がかかるか、何時に起きるなど細かく決めて「しおり」でまとめるといいと思いました；
　薬はいつもより多めに持って行くこと；　クレジットであたふたしたので、行く人全員同じクレジッ
トにした方がいいと思いました。それか事前にどうやってお金を出すかなど詳しく理解していた方が良
かったと感じました。
　日本にも徐々に外国人が増加しているが、全員が初めての英語圏への渡航もあり、海外で多様な人達と会い、
接することにより、お互いの類似や相違について改めて気づき、感じたようだ。特に、マナー、物価、ビジネ
スのやり方、何系の人達が多いか、貧富の差、飲食物の違いなどである。また、自分たちがどれ程恵まれた環
境にいるかも改めて気づき、語学力（勉強）の必要性も感じたようだ。
　今後は、現地大学生との交流や、短期のホームステイなど、研修に組み込めるかなどを検討したい。また、
学生による、より深い事前の渡航先調査やしおりの作成などを改善点としたい。
6　課題と今後の展開について
　今回、北海道武蔵女子短期大学での「国内・グローバルリーダーシッププログラム」は、初の試みということで、
内容を含めて手探りでの実施だった。学生全員が、気づきや学ぶことが多かった研修になったと思う。今後、
学生同士の交流が密になり、さらに深く交流できるように、合同での宿泊研修を実施し、ディベートなども取
り入れた内容を考えていきたい。
　「海外・グローバルリーダーシッププログラム」に関しては、今後、学生が興味ある英語、韓国語、中国語、
それぞれに焦点をあてた、言語別の海外短期研修を計画し、実行したい。韓国の場合は、昨年実施したように、
姉妹校と連携して、学生同士の交流を実施し、韓国人学生との合同宿泊や企業訪問等も実施したい。
　今回のニュージーランド研修は、現在インターンシップをしているホテルを訪問し、見学するのみだったが、
来年度は、発展系として、ホテルで、学生が日本のホスピタリティや日本人客に対する接客マナーなどについて、
スタッフにプレゼンを実施したり、現地ホテルスタッフによるニュージーランドのホテル事情についていのレ
クチャーなどが可能かどうかを検討中である。また、他国の若者と触れ合う機会を設けるために、多様な国の
若者が多数滞在するゲストハウス宿泊体験等を組み込んだユニークなものを考えたい。
　中国語に関しては、来年度新たに、台湾の大学と中国語を使ったユニークなグローバルリーダーシッププロ
グラムを構築したいと考えている。
　それぞれの講座や個々の国内外の研修内容を見直し、充実したものにし、より効果的な学びができるように
研修プログムを構築していきたい。
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